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ネ
ジ
メ
ン
ト
再
考
」
、
関
西

大
学
大
学
院
の
延
東
晃
氏
が

「
有
価
証
券
報
告
書
の
制
度

改
定
が
企
業
の
調
達
リ
ス
ク

開
示
に
及
ぼ
す
影
響
」
、
宮

城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
の
渡
部
美
紀
子
教
授
が

「
Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
19
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
関
す
る
有
価
証
券

報
告
書
『
事
業
等
の
リ
ス

ク
』
の
記
載
」
、
石
井
兄
弟

社
の
石
井
至
氏
は
「
ポ
ス
ト

・
コ
ロ
ナ
の
観
光
戦
略
と
リ

ス
ク
」
、
放
送
大
学
大
学
院

の
古
川
彰
洋
氏
は
「
海
外
教

育
旅
行
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
を
発
表
し
た
。

　
後
半
は
、
早
稲
田
大
学
創

造
理
工
学
部
経
営
シ
ス
テ
ム

工
学
科
の
高
田
真
也
助
教
が

「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ア
プ

ロ
ー
チ
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
接
点
」
、
東
洋
大
学

大
学
院
国
際
学
研
究
科
国
際

地
域
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

１
年
の
久
保
俊
一
郎
氏
が

「
『
生
活
防
災
』
概
念
の
企

業
に
お
け
る
防
災
活
動
へ
の

応
用
」
、
日
本
経
済
大
学
経

済
学
科
の
内
田
浩
幸
教
授
が

「
多
様
化
す
る
リ
ス
ク
に
対

応
し
た
実
効
性
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

／
Ｂ
Ｃ
Ｍ
の
整
備
・
運
用
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
た
。

　
全
国
大
会
の
１
日
目
は
、

同
学
会
の
上
田
理
事
長
が
開

会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
同
大

会
は
、
各
報
告
者
が
保
険
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

課
題
を
交
換
し
解
決
に
導
く

機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
報

告
し
た
内
容
を
学
会
誌
「
危

険
と
管
理
」

に
掲
載
し
て

世
に
広
く
問

う
役
割
や
、

会
員
相
互
の

交
流
を
深
め

る
機
能
が
あ

る
と
述
べ

た
。

　
そ
の
後
、

自
由
論
題
の

研
究
報
告
が

行
わ
れ
、
高
槻
市
教
育
委
員

会
の
饗
庭
正
氏
が
「
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
防
災
・
危

機
管
理
体
制
」
を
テ
ー
マ

に
、
小
規
模
市
町
村
の
脆
弱

性
や
市
区
町
村
の
防
災
・
危

機
管
理
組
織
の
特
質
、
今
後

の
課
題
や
展
望
な
ど
に
つ
い

て
発
表
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
統
一
論

題
「
東
日
本
大
震
災
10
年
―

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
と
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
諸
問
題
」

に
関
す
る
報
告
で
は
、
上
田

理
事
長
が
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
現
在

の
数
字
上
の
復
興
状
況
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
自
然
災
害
の
被
災
地
へ
の

深
刻
な
影
響
、
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
脱
す
る
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
危
機
か
ら
の
復
旧
）

思
考
と
地
域
住
民
の
幸
福
感

の
醸
成
に
関
し
て
問
題
提
起

し
た
。

　
同
氏
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
42
市
町
村
の
首

長
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
示
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
が
復
旧

・
復
興
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
し
、
「
被
災
地
の
心

理
ス
ト
レ
ス
が
コ
ロ
ナ
禍
で

悪
化
し
た
。
今
後
の
復
興
政

策
は
、
助
け
合
い
、
信
頼
で

き
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
被
災

地
の
復
旧
状
況
や
心
理
状
態

を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
策

は
、
物
理
的
な
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
達
成
す
る
に
は
①
関
係

者
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
使
命
の
共

有
と
持
続
化
②
現
実
直
視

（
現
場
を
知
る
）
③
あ
ら
ゆ

る
手
段
の
実
施
と
効
果
的
手

段
へ
の
重
点
的
移
行
を
目
指

す
柔
軟
志
向
―
の
３
要
素
が

必
要
と
語
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
心
理
的
な
面
で

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
も
求
め
ら

れ
る
と
し
て
、
幸
福
学
を
研

究
す
る
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
の
前
野
隆
司
教
授
が
提
唱

す
る
「
幸
せ
４
因
子
（
自
己

実
現
、
つ
な
が
り
と
感
謝
、

前
向
き
と
楽
観
、
独
立
と
自

分
ら
し
さ
）
」
や
、
京
都
大

学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン

タ
ー
の
内
田
由
紀
子
教
授
に

よ
る
「
『
個
人
の
主
観
的
な

幸
福
』
と
『
社
会
（
地
域
）

の
状
態
』
を
統
合
し
た
考
え

方
」
が
好
循
環
を
も
た
ら
す

と
の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
つ

つ
、
「
心
理
的
復
興
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
地
域
の
人
々
と
、

地
域
・
国
の
リ
ー
ダ
ー
が
信

頼
を
構
築
し
て
関
係
者
が
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
そ
の
実
践

に
人
々
を
巻
き
込
み
地
域
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

こ
と
だ
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
次
に
、
東
北
学
院
大
学
の

渡
邊
圭
准
教
授
が
「
災
害
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
〝
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
〟
を

考
え
る
た
め
の
試
論
的
考

察
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。

　
災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
、
災
害
リ
ス
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
防
災
・
減
災
施
策

に
よ
る
リ
ス
ク
の
未
然
防
止

・
軽
減
）
と
リ
ス
ク
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
（
火
災
保
険
な
ど
の

リ
ス
ク
移
転
や
リ
ス
ク
の
保

有
・
受
容
）
の
適
切
な
組
み

合
わ
せ
と
定
義
し
た
上
で
、

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
対
処
す

る
べ
き
災
害
リ
ス
ク
の
大
き

さ
は
、
災
害
の
要
因
と
そ
の

被
害
を
受
け
る
各
主
体
の
脆

弱
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
左

右
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
災
害

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

行
す
る
際
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

に
注
目
す
る
べ
き
と
し
た
。

　
続
い
て
、
福
山
平
成
大
学

経
営
学
部
経
営
学
科
の
堀
越

昌
和
教
授
が
、
「
中
小
企
業

と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
―
東
日
本
大
震
災

か
ら
Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
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パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
ま
で
―
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
同
氏
は
、
時
系
列
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
西
日
本
豪
雨
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
経
験
し
た
広
島
県
中
小

企
業
家
同
友
会
福
山
支
部
の

会
員
が
対
象
）
の
結
果
を
報

告
し
た
。
中
小
企
業
の
地
元

や
近
接
し
た
地
域
で
の
被
災

経
験
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
契

機
に
な
る
が
、
被
災
に
よ
る

経
営
危
機
を
突
破
す
る
こ
と

が
優
先
さ
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

が
後
回
し
に
な
る
原
因
に
も

な
る
と
指
摘
し
、
「
中
小
企

業
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
は
、
経
営
陣
が
そ
の

情
報
・
知
識
・
意
識
を
持
つ

と
と
も
に
、
地
域
や
取
引
先

の
た
め
に
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
認

識
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
東
北
福
祉
大
学

の
江
尻
行
男
名
誉
教
授
は

「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
被

災
地
水
産
加
工
業
の
復
興
と

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　
大
き
な
被
害
を
受
け
た
水

産
加
工
業
の
災
害
復
興
の
段

階
と
し
て
「
発
災
直
後
の
急

性
期
」
「
行
政
や
民
間
か
ら

の
支
援
や
応
援
に
よ
る
生
産

活
動
期
」
「
平
時
の
市
場
経

済
下
で
の
販
路
の
開
拓
・
自

立
復
興
期
」
―
の
三
つ
を
挙

げ
、
そ
の
各
段
階
ご
と
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
分
析
し
た
。

　
全
て
の
段
階
で
、
経
営
ト

ッ
プ
の
リ
ス
ク
感
性
、
使
命

感
、
先
見
性
な
ど
が
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
源
泉
と
な
る
と

し
、
「
特
に
発
災
直
後
に
は

公
助
と
共
助
が
被
災
事
業
者

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
と
自

立
に
貢
献
し
た
」
と
の
見
解

を
示
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
販
路
の

拡
大
・
開
拓
や
商
品
開
発
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
、
複
合
災

害
発
生
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

力
の
強
化
な
ど
が
あ
る
と

し
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た

め
に
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
育

の
組
織
化
と
普
及
が
必
要
と

訴
え
た
。

　
そ
の
後
、
震
災
を
経
験
し

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
つ
な
げ
た

企
業
と
し
て
、
宮
城
県
気
仙

沼
市
で
デ
ニ
ム
を
製
作
す
る

㈲
オ
イ
カ
ワ
デ
ニ
ム
の
及
川

洋
社
長
が
大
会
に
寄
せ
た
動

画
を
紹
介
し
た
。
及
川
社
長

は
震
災
の
経
験
か
ら
メ
カ
ジ

キ
の
角
を
生
地
に
織
り
込
ん

だ
新
商
品
を
開
発
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
「
震
災
か
ら
の

10
年
は
経
営
の
面
か
ら
も
大

き
な
学
び
が
あ
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
自
由
論
題
の

研
究
報
告
が
実
施
さ
れ
た
。

前
半
は
、
元
大
阪
府
警
の
村

上
昭
徳
氏
が
「
大
韓
航
空
機

爆
破
事
件
に
学
ぶ
リ
ス
ク
マ

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
が
復
興
の
要

上田理事長

　

第
46
回
全
国
大
会
開
催

東
日
本
大
震
災
10
年
踏
ま
え
報
告

　
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
は
９
月
22
日
と
23
日
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
第
46
回
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
１
日
目
は
、
自
由
論
題
の
研
究
報

告
の
他
、
「
東
日
本
大
震
災
10
年
―
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
諸
問
題
」
を
統
一
論
題
に
、
上
田
和
勇
理
事
長
（
専
修
大
学
）

の
問
題
提
起
を
踏
ま
え
、
３
人
の
研
究
者
が
研
究
報
告
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
２
日
目
は
８
人
の
研
究
者
が
自
由
論
題
の
報

告
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
学
会
会
員
を
中
心
に
68
人
が
参
加
し
た
。
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